
 

基礎学力検査 （60分） 

（2026年度 公募制推薦Ⅰ期）  

英語分野…….英１～6 

国語分野…….国 1～14  

注 意 事 項 

1. 試験開始の指示があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

2. この問題冊子の表紙の受験番号欄に受験番号を書いてください。 

3. この問題冊子は表紙を除き、英語分野 6ページ、国語分野 14ページの計 20ページです。 

4. 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合

は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。 

5. 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので、監督者の指示に従って、正しく記入して

ください。 

① 氏 名 欄 漢字氏名を記入してください。 

② 科 目 名 欄「基礎学力検査」と記入してください。 

③ 受験番号欄 受験票に記載されているメイン受験番号を記入し、その下のマーク欄に、 

   正しくマークしてください。 

6. 受験番号が正しく記入されていない場合は、採点されないことがあります。 

7. 解答は、解答用紙の解答マーク欄にマークしてください。                

例えば 20 と表示のある問いに対して③と解答する場合は、次の（例）のように 

20の解答マーク欄の③にマークしてください。 

（例）                        

 解 答 マ ー ク 欄 

２０ ○1 ○2 ○3 ○4 ○5 ○6 ○7 ○8 ○9 ○0 ○－○±  

解答マーク欄に複数のマークをすると、不正解になります。訂正するときは 

消しゴムできれいに消して、書き直してください。                                                       

8. 問題冊子の余白等は適宜利用してもかまいませんが、どのページも切り離してはいけませ

ん。 

9. 不正行為について 

① 不正行為に対しては厳正に対処します。 

② 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は、監督者が注意します。 

③ 不正行為を行った場合は、その時点で受験を取りやめさせ退室させます。 

 

受 験 番 号 
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英   語 
 

（解答番号  1  ～  25  ） 
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第１問 次の各文の空所に入れるのに最も適当なものを、それぞれ①～③のうちから一つずつ選びな

さい｡［解答番号  1  〜  5  ］ 

 

(1)  The firefighters are having trouble putting (   1   ) the wildfires. 

①  away ②  off ③  out 

 

(2)  My homework isn’t in my bag. I (   2   ) have left it at home. 

①  ought to ②  must ③  should 

 

(3)  He’s pretty active. He works out at the gym to stay (   3   ) shape.  

①  at ②  in ③  on 

 

(4)   Those bags all look alike. Which is (   4   )?  

①  your ②  yours ③  yourself 

 

(5)  Antarctica, (   5   ) is always covered with ice and snow, is the coldest continent on Earth.  

  ①  what  ②  where  ③  which 
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第２問 次の会話の空所に入れるのに最も適当なものを、下の①～⑤のうちから一つずつ選びなさい。 

［解答番号  6   ～   10  ］ 

  

A man is standing before the front door of an apartment building, holding a pile of books with 

both hands. A woman talks to him. 

 Woman : Can I get that door for you？   

 Man :  Oh, yes, thank you! (   6   ) 

 Woman :  There you go. Are you headed upstairs? 

 Man :  Actually, yes. I live on the fifth floor. 

 Woman :  (   7   ) You said the fifth floor, right? 

 Man :  Right. Thanks for all the help.   

 Woman :  (   8   ) What are all those books for, anyway? Sorry. Am I being too nosy(注)? 

 Man :  Not at all. I guess it must look like I just came from a huge book seller or something? 

 Woman :  I’m guessing those are library books. (   9   ) 

 Man :  You have a good eye. I’m doing some reading for a research paper.  

 Woman :  I see. Oh, here’s my floor. (   10   ) 

 Man :  Thanks. And thanks again for your help. 

 

（注）nosy：詮索好きな 

 

 

① Don’t mention it. 

② Let me get the elevator for you. 

③ Good luck with your research. 

④ I was wondering how I was going to open it. 

⑤ I can see the book numbers on some of them. 
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第３問 日本文の意味を表すように（  ）内の語句を並べかえた場合、（  ）内で 3番目にくるも 

のを、それぞれ①～④のうちから選びなさい。［解答番号  11  〜  15  ］ 

 

(1) 人びとが新しい球技場の建設に反対しているのは、建設費が高くなりすぎるからです。  11   

The public’s objection to the new stadium is that it will cost (① build  ② much  ③ to   

④ too). 

 

(2) 冷凍食品の調理はごく単純。電子レンジに３分入れるだけ。  12   

Cooking frozen food is quite straightforward: (① just  ② in  ③ it  ④ put) the microwave 

for three minutes. 

 

(3) ベンは故郷を離れて初めてその素晴らしさに気づきました。  13   

Ben didn’t realize (① how  ② his hometown  ③ was  ④ wonderful) until he moved 

away. 

 

(4) ファイルをデリートするだけで、それがパソコンから完全に消去されるわけではありません。 

  14   

Just deleting a file does not completely (① from  ② erase  ③ it  ④ your computer).  

 

(5) 最近のある調査によると、アメリカのフルタイムで働く女性の賃金は、男性平均の 84％だそう

です。  15   

According to recent research, women working full-time in the US are paid 84 % of (① earn  

② men  ③ on  ④ what) average. 
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第４問 次の文章を読んで、下の設問に答えなさい。［解答番号  16  〜  25  ］ 

 

In 1991, Mt. Pinatubo in the Philippines surprised the world. On June 15, this volcano on the 

island of Luzon erupted(注１) after standing silent for five hundred years. The inhabitants of the area 

had never expected it to wake up. It was the second most powerful eruption of the 20th century. More 

than a million people had to be evacuated(注２ ), and between 700 and 900 people were killed. 

Surprisingly, only a few years later, life was back to normal on Luzon, and people were once again 

building homes and working (1)in the shadow of the volcano.  

Why do people live near volcanoes? There are (2)logical reasons. They might live there because 

the volcano is beautiful or because a large city already exists there. In many countries, people 

migrate to cities to find employment. They don’t worry about volcanoes; they are trying to feed their 

families. Some people also live near volcanoes because the land provides farmers with good harvests. 

Volcanoes release ash from the earth, and the ash contains nutrients(注３) that increase soil  

fertility(注４). Whatever the reason, most people who live around a volcano probably do not realize 

how (3)hazardous it can be.  

“Volcanoes and their surrounding environment are beautiful places to live, work, and recreate, 

and the number of people moving into volcanic hazard zones is increasing in (4)post-industrial as well 

as developing countries,” said C. Dan Miller, chief of the US Geological Survey's Volcano (A)Disaster 

Assistance Program. Miller offered southern Italy as an example. 

Mt. Vesuvius is located right on the edge of Naples, and it has a 2,000-year (B)history of eruptions. 

Yet, there are 3.75 million people living within a thirty-kilometer radius(注５) of the (C)summit. “What 

would these people do if Vesuvius erupted again?” Miller wonders. “No one can imagine (5)evacuating 

a city the size of Naples.”   

 6  their beauty, there are no safe volcanoes, according to scientists. All volcanoes can be 

dangerous, but it is unlikely that people will stop moving to areas near volcanoes. So if there’s a big 

mountain near your town, take a good look. Is it just a pile of rocks? Or is it a sleeping dragon? 

(Reading for the Real World Intro, Compass Publishing, 2022) 

 

（注 1）erupt：噴火する   

（注 2）evacuate：避難させる 

（注 3）nutrient：栄養素 

（注 4）fertility：肥沃であること 

（注 5）radius：半径 

 

 

問 1 下線部(1)の言い換えとして最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  16   

① far from    ②  inside  ③  very close to 
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問 2 下線部(2)の具体的な内容として本文に挙げられていないものを、次の①～③のうちから一つ選び

なさい。  17   

 ① 既に大きな街があって、仕事が見つけられるから  

 ② 土地の価格が安いから  

 ③ 火山灰で土壌が肥えているから 

 

問 3 下線部(3)の意味として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  18   

①  serious    ②  dangerous  ③  anxious 

 

問 4 下線部(4)の国々の説明として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  19   

① 工業化がまったく進んでいない国々 

② 工業化が進みつつある発展途上の国々 

③ 工業化が進んだ先進諸国 

 

問 5 下線部(5)が具体的に表す意味として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。   

   20   

① moving people from such a large city as Naples to somewhere safe 

② providing sufficient food to people living in such a large city as Naples  

③ bringing all the necessary help to people living in such a large city as Naples 

 

問 6 空所   6   に入る語句として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  21    

① Because of 

② In spite of 

③ Instead of  

 

問 7 波線部(A)～(C)の単語について、最も強く発音する音節の位置が同じものを、それぞれ①～③の

うちから一つずつ選びなさい。 

(A)  di-sas-ter     22   

 ① i-mag-ine ② log-i-cal ③ dan-ger-ous 

(B)  his-to-ry     23   

 ① cen-tu-ry ② as-sis-tance ③ vol-ca-no 

(C)  sum-mit     24   

 ① sur-prise ② pro-gram ③ re-lease 

 

問 8 本文の内容と一致しないものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  25   

①  1991 年に起こったルソン島のピナツボ山噴火は、20 世紀における世界最大の噴火であった。 

② ヴェスヴィオ火山は、イタリア南部の大都会ナポリのごく近くに位置している。 

③ 火山の近くに移り住む人々が多い傾向は、なかなか止まりそうにない。 
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国 

語 
 

（
解
答
番
号  

26  

～ 

47 

）
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第
１
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
が
な
ぜ
求
め
ら
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
人
間
の
自
我
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
て
き
た
の
か
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

 

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
著
書
『
神
々
の
沈
黙
』
で
、
（
注
）
叙
事
詩
イ
ー
リ
ア
ス
を
引
用
し
な
が
ら
、
紀
元
前
一
〇
世
紀
頃
ま
で
は
人
間
の
意
識
は
今
と
は
全
く
違

う
も
の
だ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
イ
ー
リ
ア
ス
の
中
で
人
間
は
、
神
が
命
令
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
動
く
存
在
だ
っ
た
。 

 

ジ
ェ
イ
ン
ズ
は
そ
れ
を
「
二
分
心
」
と
呼
び
、
心
は
命
令
す
る
部
分
（
神
の
言
葉
）
と
、
命
令
さ
れ
て
従
う
部
分
（
人
間
）
に
分
か
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
現
在
の

我
々
が
「
自
我
」
と
呼
ぶ
、
自
分
で
考
え
自
分
で
意
思
を
持
つ
部
分
は
神
の
言
葉
だ
っ
た
。
二
分
心
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
自
我
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
古

い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
私
も
と
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
次
第
に
身
体
を
自
分
が
制
御
す
る
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
い
き
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
な
ど
西
洋
哲
学
者
に
よ
っ
て
意
識
し
考
え
る
人
間
観
が
確
定
し
て
い
く
。
私

と
い
う
主
体
が
あ
り
、
そ
の
主
体
が
考
え
、
身
体
を
動
か
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
「
我
思
う
故
に
我
あ
り
」
と
語
り
、
考
え
思
う
自
分
こ
そ
が
人
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
意
識
し
考
え
る
人
間
は
同
時
に
苦
し
み
も
生
み
出
し
た
。
考
え
る
自
分
は
、
な
ぜ
な
の
か
と
問
い
か
け
始
め
る
。
な
ぜ
人
は
死
ぬ
の
か
。
な
ぜ
人
は
苦
し
む
の

か
。
神
が
ａ
ニ
ナ
っ
て
い
た
行
動
の
理
由
を
、
人
間
が
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

 

ブ
ッ
ダ
は
こ
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
こ
と
に
生
涯
を
捧さ

さ

げ
た
。
ブ
ッ
ダ
は
長
い
修
行
の
末
、
人
間
の
苦
し
み
の
原
因
は
戯け

論ろ
ん

に
あ
る
と
直
観
し
た
。
戯
論
と
は
、
識
別
し
、

想
像
を
ｂ
フ
ク
ら
ま
せ
る
作
用
の
こ
と
だ
。 

 

世
の
中
は
た
だ
た
だ
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
人
間
が
い
な
く
て
も
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
現
実
を
見
て
苦
し
い
、
悲
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
自
我
が
あ
り
心
が
あ
る
か
ら

だ
。
一
体
こ
れ
は
な
ん
な
の
か
と
識
別
し
、
こ
れ
は
良
い
こ
と
な
の
か
と
判
断
す
る
心
が
苦
し
み
を
生
み
出
し
て
い
る
。
戯
論
が
苦
し
み
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
き
、
修
行
で
苦
し
み
を
止
め
る
方
法
を
探
し
続
け
た
結
果
、
ブ
ッ
ダ
は
瞑
想

め
い
そ
う

に
辿た

ど

り
着
く
。
人
は
な
ぜ
か
何
か
に
注
意
を
向
け
続
け
る
と
戯
論
が
起
き
な
く
な
り
、
苦
し

み
が
止
ま
る
の
だ
。 

 

人
類
史
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
っ
た
の
は
、
自
我
の
誕
生
と
無
関
係
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
非
日
常
の
没
頭
空
間
を
作
る
こ
と
で
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ

憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
が
持
っ
て
い
る
一
つ
の
特
徴
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
反
応
し
続
け
る
機
会
が
と
て
も
多
い
。
陸
上
選
手
は
ピ
ス
ト
ル
の

発
射
音
が
鳴
っ
て
か
ら
〇
・
二
秒
以
下
で
反
応
し
て
い
る
。
野
球
選
手
が
バ
ッ
ト
を
振
る
の
は
、
ボ
ー
ル
を
見
て
考
え
て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
早
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
世
界
」
で
は
、
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
。
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ネ
マ
ン
は
著
書
『
フ
ァ
ス
ト
＆
ス
ロ
ー
』
の
中
で
、
人
間
は
二
つ
の

思
考
を
使
い
分
け
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
１
は
反
射
的
で
深
く
考
え
ず
早
く
動
く
、
シ
ス
テ
ム
２
は
よ
く
考
え
ゆ
っ
く
り
と
動
く
。
シ
ス
テ
ム
２
に
は
内
省
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も
含
ま
れ
て
お
り
、
自
分
自
身
が
間
違
え
て
い
な
い
か
省
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
ミ
ス
を
減
ら
し
て
く
れ
る
が
、
同
時
に
雑
念
も
引
き
起
こ
し
や
す
い
思
考
だ
と
言

え
る
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
は
ゆ
っ
く
り
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
の
で
、
基
本
的
に
シ
ス
テ
ム
１
を
使
う
。
ス
ポ
ー
ツ
は
「
意
識
的
に
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
」
の
だ
。
知
覚
し
た
も
の
が

神
経
に
伝
達
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
動
い
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
テ
ニ
ス
の
ボ
ー
ル
を
う
ま
く
打
ち
返
し
て
い
る
時
に
、
自
分
の
手
元
を
意
識
し
た
瞬
間
に
急
に
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
意
識
し
て
考
え
て
し
ま

い
、
動
き
が
混
乱
し
た
の
だ
。 

 

人
間
の
動
作
の
大
部
分
は
無
意
識
で
制
御
さ
れ
て
い
る
。
考
え
事
を
し
な
が
ら
歩
け
る
な
ら
、
誰
が
自
分
の
足
を
運
び
、
地
面
の
硬
さ
を
知
覚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
勢

を
ｃ
イ
ジ
し
て
い
る
の
か
。
思
考
も
含
め
こ
の
無
意
識
の
世
界
の
広
大
さ
に
比
べ
れ
ば
、
意
識
的
に
「
我
思
う
」
範
囲
は
狭
い
。
自
分
が
意
識
す
ら
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
身

体
は
動
き
自
律
的
に
制
御
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
、
意
識
的
な
自
分
が
「
い
ま
こ
こ
」
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
で
、
無
意
識
の
世
界
が
大
き
く
躍
動
す
る
。 

 

自
動
運
転
で
走
っ
て
い
る
車
に
乗
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
様
子
を
観
察
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う
な
感
覚
だ
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
、
大
ま
か
な
行
き
た
い
方
向
は
あ

る
の
で
そ
ち
ら
の
方
向
を
向
い
て
は
い
る
の
だ
が
、
手
元
の
運
転
は
機
械
が
自
動
的
に
行
っ
て
い
る
。 

 

全
体
を
整
理
し
て
み
た
い
。
人
間
の
自
我
は
元
々
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
人
類
史
の
途
中
で
誕
生
し
た
。
自
我
を
持
つ
こ
と
で
、
識
別
し
、
判
断
し
、
想
像

が
フ
ク
ら
む
よ
う
に
な
っ
た
（
戯
論
）
。
戯
論
に
よ
っ
て
人
び
と
は
苦
し
み
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
何
か
に
注
意
を
向
け
る
瞑
想
で
苦
し
み
が
和
ら
げ
ら
れ
る
こ
と
に
ブ
ッ

ダ
が
気
が
つ
い
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
は
誰
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
適
度
に
夢
中
に
な
り
や
す
い
要
素
が
あ
る
の
で
、
日
常
か
ら
離
れ
た
「
憂

さ
晴
ら
し
」
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

以
上
が
私
の
考
え
る
ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
に
求
め
ら
れ
た
理
由
だ
。
私
は
「
自
我
を
持
つ
人
間
」
と
い
う
モ
デ
ル
が
本
質
的
に
苦
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
自

分
と
は
何
者
か
と
問
い
か
け
る
自
分
、
行
動
に
責
任
を
持
つ
自
分
、
他
者
に
配
慮
し
続
け
る
自
分
。
そ
れ
を
悟
り
で
ｄ
コ
ク
フ
ク
で
き
れ
ば
い
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
天
才

ブ
ッ
ダ
で
は
な
い
多
く
の
普
通
の
人
び
と
に
は
難
し
い
。
そ
の
苦
し
い
人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
離
れ
、
少
し
ヤ
ｅ
バ
ン
だ
っ
た
と
し
て
も
一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
自
我
が
生

ま
れ
る
前
の
時
代
に
一
瞬
で
も
戻
り
、
手
軽
に
没
頭
す
る
。
そ
の
よ
う
に
人
間
を
続
け
る
た
め
の
「
憂
さ
晴
ら
し
」
を
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
為
末
大
「
な
ぜ
人
類
は
ス
ポ
ー
ツ
を
求
め
る
の
か
」
に
よ
る
） 

  

（
注
）
叙
事
詩
＝
歴
史
的
事
件
や
英
雄
の
行
為
を
う
た
っ
た
詩
。
イ
ー
リ
ア
ス
は
、
ホ
メ
ロ
ス
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
長
編
叙
事
詩
で
、
ト
ロ
イ
戦
争
の
英
雄
の
活
躍
を
描
い
て
い
る
。  
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問
１ 

傍
線
部
ａ
～
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
漢
字
を
用
い
て
い
る
熟
語
を
含
む
も
の
を
、
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号 

  

26  

～ 

30 
 

〕 

 

① 

発
想
が
大
胆
だ
。 

 
 

 

① 

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
。 

 
 

② 

か
ら
だ
を
鍛
練
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 

② 

年
表
を
棒
暗
記
す
る
。 

ａ 

ニ
ナ
っ
て 

 
 
 
 

③ 

卒
論
の
テ
ー
マ
を
探
求
す
る
。 

ｂ 

フ
ク
ら
ま
せ
る 

③ 

炎
天
下
、
帽
子
を
か
ぶ
る
。 

 
 
 

  

26  
 
 

④ 

役
割
を
分
担
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

  

27  
  

 
 

④ 

暴
力
に
反
対
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
  

⑤ 

丹
念
に
説
明
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
   

 

⑤ 

安
眠
を
妨
害
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

① 

休
日
を
無
為
に
過
ご
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

① 

会
議
が
定
刻
に
始
ま
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

交
通
法
規
に
違
反
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

② 

黒
板
を
使
っ
て
講
義
す
る
。 

ｃ 

イ
ジ 

 

③ 

遺
骨
を
収
拾
す
る
。 

ｄ 

コ
ク
フ
ク 

 

③ 

穀
物
を
輸
入
す
る
。 

 
 
 

  

28  
 
 

④ 

業
務
を
委
託
す
る
。 

 
 
 

  

29  
 
 
 

④ 

事
実
を
克
明
に
記
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 

繊
維
産
業
が
盛
ん
だ
。 

 
 
 
 

⑤ 

選
挙
期
日
を
告
示
す
る
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

拾
得
物
を
交
番
に
届
け
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

ま
だ
試
合
の
序
盤
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｅ 

ヤ
バ
ン 
 
 
 

③ 

蛮
勇
を
ふ
る
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  

30  
 
 

④ 

早
晩
行
き
詰
ま
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

⑤ 

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
歌
う
。 
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問
２ 

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 
  

31  
 

〕 

① 

人
間
は
自
我
が
生
み
出
す
苦
し
み
を
一
時
的
に
で
も
忘
れ
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
み
出
し
た
。 

 
 

② 
ス
ポ
ー
ツ
は
、
日
常
の
中
で
他
者
と
気
楽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
に
最
適
な
方
法
で
あ
る
。 

 
 

③ 
ブ
ッ
ダ
は
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
没
頭
す
る
よ
り
も
瞑
想
す
る
方
を
選
択
し
た
。 

 
 

④ 

人
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
き
、
今
と
い
う
瞬
間
に
集
中
し
て
意
識
的
に
身
体
を
動
か
し
て
い
る
。 

 
 

⑤ 

ブ
ッ
ダ
は
人
間
の
苦
し
み
の
原
因
が
戯
論
に
あ
る
こ
と
を
直
観
し
、
人
び
と
に
憂
さ
晴
ら
し
を
勧
め
た
。 
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第
２
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
３
）
に
答
え
な
さ
い
。 

 

絶
滅
と
い
う
と
人
為
的
な
絶
滅
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
。
オ
オ
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
や
ス
テ
ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
よ
う
に
、
最
後
の
一
個
体
ま
で
執
拗

し
つ
よ
う

に
狩
ら
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
は
衝
撃
的
で
あ
る
し
、
ジ
ャ
ワ
サ
イ
や
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
よ
う
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
狩
り
尽
く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
種
に
は
人
々
の
関
心
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
も
と
も
と
地
球
の
歴
史
に
お
い
て
、
絶
滅
と
は 

Ａ 

に
見
ら
れ
る
現
象
な
の
で
あ
る
。 

基
本
的
に
生
物
と
い
う
の
は
、
棲
息

せ
い
そ
く

環
境
に
適
応
す
る
形
で
進
化
し
て
い
る
た
め
、
環
境
が
変
化
し
て
し
ま
え
ば
生
存
が
困
難
に
な
る
。
こ
れ
は
、
環
境
に
対
す
る
適
応

が
進
ん
だ
も
の
ほ
ど
顕
著
で
あ
り
、
高
度
に
特
殊
化
し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
な
変
化
で
も
滅
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
（ 

イ 

）
、
捕
食
者
の
い
な
い
離

島
に
お
い
て
、
飛
ぶ
必
要
の
な
く
な
っ
た
鳥
は
大
型
化
し
て
移
動
力
が
低
く
な
り
、
外
敵
が
侵
入
す
る
と
容
易
に
滅
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
昆
虫
が
一
種
の
花
の
蜜
だ
け

を
食
料
と
し
、
花
も
そ
の
昆
虫
だ
け
に
受
粉
を
依
存
し
て
い
る
よ
う
な
例
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
数
を
滅
ら
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
も
に
絶
滅
し
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。 

 

マ
ク
ロ
の
視
点
で
も
環
境
は
不
変
で
は
な
い
。
地
球
は
そ
の
誕
生
以
来
、
環
境
を
刻
々
と
変
化
さ
せ
続
け
て
お
り
、
気
温
や
湿
度
、
大
気
の
成
分
ま
で
、
時
代
に
よ
っ
て

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
も
光
量
を
増
し
続
け
て
い
る
太
陽
は
、
わ
ず
か
一
〇
億
年
後
に
は
す
べ
て
の
海
を
干
上
が
ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
地

球
上
で
生
命
が
誕
生
し
た
の
は
お
よ
そ
四
〇
億
年
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
そ
う
遠
い
未
来
の
話
で
は
な
い
。 

 

過
去
に
お
い
て
も
、
地
球
規
模
の
大
絶
滅
は
た
び
た
び
訪
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
主
だ
っ
た
も
の
を
五
大
絶
滅
（
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
）
と
い
う
。
大
絶
滅
の
原
因
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。 

 

五
大
絶
滅
の
一
番
目
は
、
古
生
代
の
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
末
（
約
四
億
四
三
〇
〇
万
年
前
）
に
起
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
フ
デ
イ
シ
や
三
葉
虫
の
大
部
分
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

生
物
種
の
約
八
割
が
絶
滅
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
大
量
の
溶
岩
が
噴
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
溶
岩
と
と
も
に
噴
出
し
た
硫
黄
ガ
ス
が
成
層
圏

に
到
達
す
る
と
、
太
陽
光
を
反
射
し
た
こ
と
で
地
球
全
体
の
寒
冷
化
を
招
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
水
面
が
下
が
り
、
浅
海
が
干
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
（ 

１ 

） 

 

五
大
絶
滅
の
二
番
目
は
、
古
生
代
の
デ
ボ
ン
紀
後
期
（
約
三
億
七
二
〇
〇
万
～
三
億
五
九
〇
〇
万
年
前
）
に
起
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
ダ
ン
ク
ル
オ
ス
テ
ウ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
板ば

ん

皮ぴ

類る
い

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
の
八
割
が
絶
滅
し
て
い
る
。
絶
滅
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
海
洋
生
物
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
海
洋
無
酸
素
事
変
だ
と
さ
れ
る
。

デ
ボ
ン
紀
は
陸
上
に
大
型
の
植
物
が
増
え
て
き
た
時
期
で
も
あ
り
、
地
上
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
最
初
の
樹
木
ア
ー
ケ
オ
プ
テ
リ
ス
も
現
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
を
分
解
す
る
キ
ノ
コ
や
シ
ロ
ア
リ
は
、
ま
だ
十
分
に
進
化
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
枯
れ
た
植
物
が
分
解
さ
れ
ず
に
川
か
ら
海
へ
と
大
量
に
流
れ
こ
み
、

海
が
栄
養
過
多
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
そ
れ
を
栄
養
と
し
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
異
常
発
生
し
、
海
中
の
酸
素
を
消
費
し
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

浅
い
海
を
中
心
に
海
の
中
が
無
酸
素
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
（ 

２ 

） 

 

五
大
絶
滅
の
三
番
目
は
、
古
生
代
の
ペ
ル
ム
紀
末
（
約
二
億
五
二
〇
〇
万
年
前
）
に
起
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
三
葉
虫
や
ウ
ミ
サ
ソ
リ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
の
九

割
以
上
が
絶
滅
し
て
い
る
。
原
因
は
ス
ー
パ
ー
プ
ル
ー
ム
だ
と
い
う
。
地
球
は
地
殻
に
覆
わ
れ
、
そ
の
下
に
は
マ
ン
ト
ル
層
が
あ
る
。
そ
の
マ
ン
ト
ル
は
固
体
だ
が
流
動
し
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て
お
り
、
摩
擦
熱
で
岩
石
を
融
か
し
て
マ
グ
マ
に
す
る
。
そ
れ
が
地
表
に
噴
き
上
げ
た
も
の
が
火
山
だ
。
し
か
し
、
マ
ン
ト
ル
の
深
い
部
分
で
作
ら
れ
た
流
動
性
の
低
い
マ

グ
マ
は
、
巨
大
な
塊
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
ス
ー
パ
ー
プ
ル
ー
ム
だ
。
ス
ー
パ
ー
プ
ル
ー
ム
が
地
殻
を
突
き
破
っ
て
噴
き
上
げ
た
結
果
、
海
に
も
陸
に
も
噴
出
物
が

降
り
積
も
り
、
大
量
の
二
酸
化
炭
素
が
噴
出
し
た
こ
と
で
気
温
が
上
昇
す
る
。
さ
ら
に
、
極
度
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
地
中
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
融
け
、
大
気
中
に

メ
タ
ン
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
た
。す
る
と
、酸
素
と
反
応
し
て
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
作
り
出
し
、さ
ら
な
る
温
暖
化
と
酸
素
濃
度
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。（ 

３ 

） 

 

五
大
絶
滅
の
四
番
目
は
、
中
生
代
の
三
畳
紀
末
（
約
二
億
一
〇
〇
万
年
前
）
に
起
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
コ
ノ
ド
ン
ト
や
哺
乳
類
の
祖
先
と
な
っ
た
単た

ん

弓
類

き
ゅ
う
る
い

な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
生
物
種
の
八
割
近
く
が
絶
滅
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
大
噴
火
だ
と
い
う
。
超
大
陸
パ
ン
ゲ
ア
が
分
裂
を
は
じ
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
殻
下
で
融
け
た

マ
ン
ト
ル
が
溶
岩
と
し
て
大
量
に
噴
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
量
は
二
倍
に
な
り
、
温
室
効
果
に
よ
っ
て
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
た
と
い
う
。
噴

火
の
影
響
は
地
上
だ
け
で
は
な
い
。
二
酸
化
硫
黄
な
ど
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
海
水
は
酸
性
化
し
た
。
（ 

ロ 

）
、
水
温
が
上
昇
し
た
こ
と
で
酸
素
が
溶
け
込
み
に
く
く
な

り
、
海
は
低
酸
素
状
態
に
な
っ
た
の
だ
。
（ 

４ 

） 

 

そ
し
て
、
五
大
絶
滅
の
五
番
目
は
、
中
生
代
の
白
亜
紀
末
（
約
六
六
〇
〇
万
年
前
）
に
起
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
恐
竜
や
翼
竜
、
首
長

く
び
な
が

竜
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
生
物
種
の
七
割
が
絶
滅
し
て
い
る
。
原
因
は
巨
大
隕
石

い
ん
せ
き

の
衝
突
だ
と
い
う
。
メ
キ
シ
コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
付
近
に
直
径
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
隕
石
が
落
ち
、

衝
突
に
よ
る
熱
や
津
波
で
多
く
の
生
物
が
死
ん
だ
。
し
か
し
、
大
絶
滅
に
つ
な
が
っ
た
の
は
そ
の
後
の
環
境
変
化
で
あ
る
。
隕
石
衝
突
時
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
砂
塵

が
成
層
圏
ま
で
到
達
し
、
数
年
に
亘わ

た

っ
て
地
球
を
薄
暗
く
し
た
ら
し
い
。
（ 

ハ 

）
、
植
物
は
ほ
と
ん
ど
光
合
成
が
で
き
な
く
な
っ
て
枯
れ
、
そ
れ
を
食
べ
る
植
物
食
恐

竜
や
、
さ
ら
に
そ
れ
を
食
べ
る
肉
食
恐
竜
な
ど
が
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（ 

５ 

） 

 

こ
の
よ
う
に
、
環
境
の
変
化
と
い
う
の
は 

Ｂ 

に
起
こ
り
、
そ
の
時
々
の
生
物
を
一
掃
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
白
亜
期
末
の
隕
石
の
よ
う
に
、
地
球
外
の
因
子

が
大
絶
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
こ
の
隕
石
は
、
恐
竜
な
ど
大
型
爬
虫
類

は
ち
ゅ
う
る
い

の
ほ
と
ん
ど
を
絶
滅
さ
せ
、
二
億
年
近
く
続
い
た
中
生
代
を
終
わ
ら
せ
た
。（ 

ニ 

）
、

隕
石
が
も
た
ら
し
た
の
は
破
壊
だ
け
で
は
な
い
、
次
の
新
生
代
に
お
け
る
爆
発
的
な
進
化
を
も
促
し
た
の
だ
。 

 

安
定
し
た
環
境
に
新
た
な
種
が
入
り
込
む
に
は
、
先
住
者
を
上
回
る
適
応
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
環
境
に
適
応
し
て
い
る
先
住
者
を
駆
逐
し
て
、
そ
の
生
態

的
地
位
を
奪
う
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
安
定
し
た
環
境
で
は
あ
ま
り
進
化
が
促
進
さ
れ
な
い
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
大
絶
滅
後
の
空
白
環
境
に
は

先
住
者
が
い
な
い
の
で
、
さ
ほ
ど
適
応
度
が
高
く
な
く
と
も
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
大
絶
滅
後
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
急
速
に
進
化
し
て
、
多

様
な
系
統
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。 

（
丸ま

る

山や
ま

貴た
か

史し

「
『
絶
滅
』
の
普
遍
性
と
多
様
性
」
に
よ
る
） 

  

 

 



国-8- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

問
１ 

空
欄 

Ａ 

・ 

Ｂ 

を
補
う
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号
Ａ
＝  

32 
 

、
Ｂ
＝ 

33 
 

〕 

  
 

① 
人
為
的 

 
 

② 

客
観
的 

 
 

③ 

歴
史
的 

 
 
 
 

④ 

普
遍
的 

 
 

⑤ 

形
式
的 

 
 

⑥ 

連
鎖
的 

 

問
２ 

空
欄
（ 
イ 

）
～
（ 

ニ 

）
を
補
う
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号  

34  
 

〕 

① 

イ
＝
た
と
え
ば 

 
 
 

ロ
＝
さ
ら
に 

 
 
 

ハ
＝
し
か
し 
 
 
 

ニ
＝
す
る
と 

 
 

② 

イ
＝
た
と
え
ば 

 
 
 

ロ
＝
す
る
と 

 
 
 

ハ
＝
し
か
し 

 
 
 

ニ
＝
さ
ら
に 

 
 

③ 

イ
＝
た
と
え
ば 

 
 
 

ロ
＝
さ
ら
に 

 
 
 

ハ
＝
す
る
と 

 
 
 

ニ
＝
し
か
し 

 
 

④ 

イ
＝
し
か
し 

 
 
 
 

ロ
＝
す
る
と 

 
 
 

ハ
＝
た
と
え
ば 

 
 

ニ
＝
さ
ら
に 

 
 

⑤ 

イ
＝
し
か
し 

 
 
 
 

ロ
＝
さ
ら
に 

 
 
 

ハ
＝
す
る
と 

 
 
 

ニ
＝
た
と
え
ば 

  

問
３ 

本
文
か
ら
次
の
文
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
戻
す
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
で
す
か
。
後
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号  

35  
 

〕 

 

結
果
的
に
、
こ
れ
は
地
球
史
上
最
大
の
絶
滅
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
こ
の
時
期
に
生
物
相
が
一
変
し
た
こ
と
を
以
て
古
生
代
の
終
焉
と
し
、
中
生
代
が
は
じ
ま
る
の
で
あ

る
。 

 

① 

（ 

１ 

） 

② 

（ 

２ 

） 
 
 

③ 

（ 

３ 

） 
 
 
 

④ 

（ 

４ 

） 
 
 
 

⑤ 

（ 

５ 

） 

 

 
 



国-9- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

第
３
問 

次
の
文
章
中
の
Ａ
～
Ｄ
の
段
落
は
順
不
同
に
並
ん
で
い
ま
す
。
論
旨
が
通
る
よ
う
に
正
し
い
順
序
に
並
べ
換
え
た
も
の
を
、
後
群
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

36  
 

〕 

 
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
誤
解
」
が
あ
る
。
曰い

わ

く
「
食
料
自
給
の
低
下
は
、
日
本
人
の
食
生
活
が
変
化
し
て
食
料
需
要
が
増
大
し
、
日
本
の
農
地
で
は

賄
い
き
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
。 

 

確
か
に
、
現
象
的
に
は
そ
う
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ
食
生
活
が
変
化
し
た
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 
 Ａ 

終
戦
直
後
、
日
本
で
は
ま
ず
小
麦
と
大
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
関
税
が
実
質
的
に
撤
廃
さ
せ
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
国
内
生
産
が
壊
滅
し
た
。
今
で
も
生
産
を
回
復

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
輸
入
依
存
度
は
そ
れ
ぞ
れ
85
％
、
94
％
、
１
０
０
％
。
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
状
態
か
ら
は
い
ま
だ
に
回
復
で
き
て
い
な
い
。 

Ｂ 

江
戸
時
代
を
思
い
起
こ
せ
ば
明
白
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
鎖
国
を
し
て
い
た
か
ら
、
当
然
食
料
自
給
率
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
も
１
０
０
％
だ
っ
た
。
国
内
資
源
を
完

全
に
循
環
さ
せ
た
見
事
な
循
環
農
業
、
循
環
経
済
。
そ
れ
に
世
界
は
驚
嘆
し
、
称
賛
し
た
。 

Ｃ 

我
々
の
食
生
活
は
勝
手
に
、
自
然
に
、
変
化
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
米
国
が
日
本
人
の
食
生
活
を
米
国
農
産
物
に
依
存
す
る
形
へ
と
誘
導
・
改
変
し
た

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
日
本
は
米
国
の
要
請
で
貿
易
自
由
化
を
進
め
、
輸
入
に
頼
り
、
自
国
の
農
業
を
弱
体
化
さ
せ
る
政
策
を
採
っ
た
。
原
因
は
政
策
な
の
で
あ
る
。 

Ｄ 

そ
れ
が
第
２
次
大
戦
後
の
米
国
に
よ
る
占
領
政
策
、
洗
脳
政
策
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
壊
さ
れ
た
。
故
・
宇う

沢ざ
わ

弘ひ
ろ

文ふ
み

教
授
の
ご
友
人
は
、
米
国
の
日
本
占
領
政
策
に
は

２
本
柱
が
あ
り
、
そ
れ
は
①
米
国
車
を
買
わ
せ
る
こ
と
、
②
日
本
農
業
を
米
国
農
業
と
競
争
不
能
に
し
て
余
剰
農
産
物
を
買
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
た
が
、
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
は
米
国
の
余
剰
農
産
物
の
処
分
場
に
指
定
さ
れ
た
わ
け
だ
。 

 

当
時
、
米
国
が
問
題
に
し
た
の
が
、
米
国
の
小
麦
を
日
本
人
の
胃
袋
に
押
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
日
本
人
は
「
米
」
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
〝
回
し
者
〟
が
使
わ
れ
た
。
（
中
略
） 

 

１
９
５
８
年
、
あ
る
大
学
の
教
授
が
『
頭
脳
』
と
い
う
本
を
書
い
て
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
内
容
は
、
な
ん
と
「
米
を
食
う
と
バ
カ
に
な
る
」
、
だ
か
ら
米
国
の

小
麦
を
食
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
同
書
に
は
こ
う
書
い
て
あ
る
。「
大
人
は
運
命
だ
と
思
っ
て
あ
き
ら
め
よ
。
子
供
た
ち
だ
け
は
米
国
の
小
麦
を
食
べ
て
、

頭
を
良
く
し
て
、
米
国
人
や
ソ
連
人
と
対
等
に
話
が
で
き
る
人
間
に
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
示
し
が
つ
か
ん
」
と
。
そ
ん
な
馬
鹿
な
と
思
う
が
、
み
ん
な
信
じ
て
し
ま
っ
て
、

○
○
新
聞
の
「
○
声
○
語
」
を
は
じ
め
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
推
奨
し
た
。 （

鈴
木
宣

す
ず
き
の
ぶ

弘ひ
ろ

「
〝
食
卓
〟
が
教
え
る
戦
後
史―

米
国
の
罠
に
落
ち
る
日
本
」
に
よ
る
） 

  



国-10- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

 

① 

Ｂ―

Ｄ―

Ｃ―

Ａ 
 
 
 

② 

Ｂ―

Ａ―

Ｄ―

Ｃ 
 
 
 
 

③ 

Ｃ―

Ａ―

Ｄ―

Ｂ 
④ 
Ｃ―

Ｂ―

Ｄ―

Ａ 
 
 
 

⑤ 

Ｄ―

Ｃ―

Ａ―

Ｂ 
 
 
 
 

⑥ 

Ｄ―

Ｃ―

Ｂ―

Ａ 



国-11- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

第
４
問 

次
の
Ａ
～
Ｅ
の
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
、
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号 

  

37  

～  

41  
 

〕 

 
 

 
 

 
 

① 

庭
の
梅
が
綻
（
ほ
こ
ろ
）
び
る
。 

 
 

 
 

② 

故
人
を
弔
（
と
む
ら
）
う
。 

Ａ 
 

37 
 

③ 

慌
（
あ
わ
）
て
て
駆
け
出
す
。 

 
 

 
 

④ 

花
で
食
卓
を
彩
（
あ
や
ど
）
る
。 

 
 

 
 

⑤ 
コ
ッ
プ
に
水
を
注
（
そ
そ
）
ぐ
。 

  
 

 
 

① 

嫉
妬
（
し
っ
と
）
に
か
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

② 

募
金
集
め
に
奔
走
（
ほ
ん
そ
う
）
す
る
。 

Ｂ 
 

38 
 

③ 

汚
濁
（
お
で
い
）
に
ま
み
れ
る
。 

 
 

 
 

④ 

薫
陶
（
く
ん
と
う
）
を
受
け
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

暗
闇
を
凝
視
（
ぎ
ょ
う
し
）
す
る
。 

  
 

 
 

① 

乳
母
（
う
ば
）
に
育
て
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

② 

行
方
（
ゆ
く
え
）
を
く
ら
ま
す
。 

Ｃ 
 

39 
 

③ 

眼
鏡
（
め
が
ね
）
を
失
く
す
。 

 
 

 
 

④ 

土
産
（
み
や
げ
）
を
渡
す
。 

 
 

 
 

⑤ 

草
履
（
わ
ら
じ
）
を
は
く
。 

  
 

 
 

① 

自
縄
自
縛
（
じ
ご
う
じ
は
く
）
に
陥
る
。 

 
 

 
 

② 

百
戦
錬
磨
（
ひ
ゃ
く
せ
ん
れ
ん
ま
）
の
つ
わ
も
の
。 

Ｄ 
 

40 
 

③ 

一
網
打
尽
（
い
ち
も
う
だ
じ
ん
）
に
す
る
。 

 
 

 
 

④ 

彼
は
一
言
居
士
（
い
ち
げ
ん
こ
じ
）
だ
。 

 
 

 
 

⑤ 

泰
然
自
若
（
た
い
ぜ
ん
じ
じ
ゃ
く
）
と
し
て
動
じ
な
い
。 



国-12- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

  
 

 
 

① 

爽
（
さ
わ
）
や
か
な
風
が
吹
く
。 

 
 

 
 

② 

利
益
は
僅
（
か
す
）
か
だ
。 

Ｅ 
  

41 
 

③ 

健
（
す
こ
）
や
か
に
育
つ
。 

 
 

 
 

④ 

妖
（
あ
や
）
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
。 

 
 

 
 

⑤ 

朗
（
ほ
が
）
ら
か
に
笑
う
。 



国-13- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

第
５
問 

次
の
各
問
い
（
問
１
～
問
６
）
に
答
え
な
さ
い
。
（
解
答
番
号 

42 

～ 

47 

） 

 
問
１ 

「
朝
三
暮
四
」
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

42  
 

〕 

 
① 
言
葉
と
行
動
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と 

② 

た
だ
漫
然
と
一
日
を
過
ご
す
こ
と 

③ 

う
ま
い
言
葉
で
人
を
だ
ま
す
こ
と 

④ 

言
う
こ
と
が
く
る
く
る
変
わ
る
こ
と 

⑤ 

だ
ん
だ
ん
と
調
子
を
上
げ
る
こ
と 

 

問
２ 

「
目
か
ら
鼻
へ
抜
け
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

43  
 

〕 

 

① 

怒
り
が
収
ま
ら
な
い
さ
ま 

② 

先
を
見
通
す
能
力
が
あ
る
さ
ま 

③ 

意
識
が
茫
然
と
し
て
い
る
さ
ま 

④ 

聞
い
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ
る
さ
ま 

⑤ 

非
常
に
頭
の
働
き
の
よ
い
さ
ま 

 

問
３ 

「
目
頭
」
が
指
す
部
位
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

44  
 

〕 

 
 
 

 ① 

目
の
、
鼻
に
近
い
方
の
端 

② 

目
と
眉
の
あ
い
だ 

③ 

黒
目
の
中
央
部
分 

④ 

目
の
端
の
部
分 

⑤ 

ま
ぶ
た
の
裏
側 

 
 



国-14- 
                                       公募制推薦Ⅰ期 

問
４ 

満
月
を
表
す
言
葉
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

45  
 

〕 

 

① 

十
六
夜
（
い
ざ
よ
い
）
の
月 

② 
睦
月
（
む
つ
き
） 

③ 
望
月
（
も
ち
づ
き
） 

④ 

有
明
（
あ
り
あ
け
）
の
月 

⑤ 

神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
） 

 

問
５ 

「
強
」
の
画
数
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

46  
 

〕 

 

① 

九
画 

 
 

② 

十
画 

 
 

③ 

十
一
画 

 
 

④ 

十
二
画 

 
 

⑤ 

十
三
画 

 

問
６ 

「
好
悪
」
と
熟
語
の
構
成
が
同
じ
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

47  
 

〕 

 

① 

呼
応 

 
 

② 

雷
鳴 

 
 

③ 

装
飾 

 
 
 

④ 

再
会 

 
 
 

⑤ 

無
罪 

 

 


